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平成 31(2019)年度  西東京市公民館事業方針  

 

 

本方針は、上位計画である、西東京市第２次総合計画後期基本計画 (平

成 31（ 2019）年度～ 2023 年度 )及び西東京市教育計画 (平成 31（ 2019）年

度～ 2023 年度 )を受け、公民館の単年度方針として策定するものです。  

 

 

【基本方針 】  

・ 西東京市公民館は 、生活課題や地域 課題を見据え、地 域づくりにつな

げる視点を持って 幅広く学習機会を 提供し、課題解決 に取り組む住民

の主体的な学びを支援する事業を実施していきます。  

・ 人と人とのつなが りを大切にした地 域社会を創造して いくために、住

民が学び、活動、 交流する場として 、６館の公民館が 十分に機能する

ように運営していきます。  

・ だれもが学び集う ことができるよう に、障がい者や外 国人などの社会

的に制約を受けやすい人に配慮します。  

 

 

 

【重点的に取り組む事業】  

 

  ■  学びを通じた地域づくりに取り組む事業を実施します。  

■  多世代が参加し、交流する事業を実施します。  

  ■  障がいのある人とない人がともに学ぶ事業を実施します。  

  ■  異なる文化背景をもつ人への理解を深める事業を実施します。  

  ■  子育て世代の学びを支援する事業を実施します。  



　　　　　             内　　　　容

審議会 館長の諮問に応じ、公民館事業の企画・実施につき調査・審議する。

研 修
審議会委員として必要な研修テーマを設定し、公民館活動の進展に役立てる場とする。
東京都公民館連絡協議会（都公連）委員部会等への参加を含む。

予算事務、契約事務（契約課契約）、文書管理事務、調査回答ほか

分室である、ひばりが丘公民館を運営する。

６館の事業調整ほか

公民館専門員、公民館保育員等の採用事務

①新任・異動対象者研修
②保育員合同研修
③専門員研修

①職員連絡会
②６館連絡会
③公民館だより編集室
④公民館保育担当者連絡会
⑤市民企画事業担当者連絡会
⑥団体情報担当者連絡会
⑦防災関連担当者連絡会
⑧その他

①他市公民館、都公連等公民館連絡協議会との連絡調整
②公民館関係機関との連絡調整
③全国公民館連合会関係の事務調整
④市内大学等、地域団体との連絡調整

・関東甲信越静公民館研究大会
・都公連公民館研究大会
・都公連職員部会担当者、館長部会、保育部会、障がい者学級担当者研修、役員等の派遣

都公連等
関係機関との
連 絡 調 整

庶務事務

事業の調整

庶
務
の
統
括

職
員
の
人
事
管
理
と
連
絡
調
整

職 員 研 修

各種連絡会の
連絡調整・統括

分室の運営

そ
の
他

嘱託員・臨時職員
の採用事務

　　　　　中 央 館（柳沢） が と り ま と め る 事 業

業　務

諮
問
機
関

公民館運営
審議会

中 央 館 が 行 う 業 務
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内　　　　容

予算の執行、契約事務（主管課契約）ほか

日常・定期清掃、職員不在時の軽微な受付・警備業務等の執行を管理する。

機械警備、受電施設、空調・消防設備等の保守業務の管理、施設の修繕、備品の購入
ほか

災害時に必要な備蓄品の整備・管理、避難訓練の実施

内　　　　　容

市民、市民団体の求めに応じ、必要な情報の提供や援助を行う。

学習室等の提供 社会教育関係団体、文化・学習団体等に活動の場を提供する。

印刷室の提供 社会教育関係団体、文化・学習団体等に必要な資料作成の場として提供する。

備品の貸出 社会教育関係団体、文化・学習団体等に必要な備品の提供をする。

団体連絡箱の提供
公民館を活動拠点とする団体に、連絡箱の提供をする。
(申し込み制、１年度更新)

陶芸窯の提供 公民館を活動拠点とする団体に、陶芸窯を提供する(柳沢と芝久保公民館のみ)。

広　報
①公民館だより・ポスター・チラシ・西東京市WebによるＰＲ
②西東京市Webの活用

　公民館登録団体
　情報

文化・学習活動に参加したい市民に、公民館を拠点に活動する団体の情報を紹介する
とともに、登録団体情報の更新を行う（情報の更新は随時）。

ロビー活用

学習・文化活動に必要な資料の収集・提供
窓口による情報提供

学習支援保育

乳幼児を抱える市民の学習の機会を支援するため、公費による保育を行う。主催事業
に伴う保育と自主活動団体に対する保育の双方を実施。

保育室運営会議
保育室が、乳幼児にとっても豊かな社会生活の場となるよう市民・職員・保育員が協
議する。保護者は団体を越えてつながり、互いに学びあう場とする。

保育会議
保育室の円滑な運営に資するため、職員と保育員が保育内容の検討及び連絡調整等を
行う。

○市　民　活　動　の　支　援

業　　務

学習相談・援助

施
設
・
備
品
等
の
提
供

情
　
報
　
提
　
供

保
　
育
　
事
　
業

防災

　　　　　　

○施　設　の　維　持　管　理　業　務

業　　務

庶務事務

清掃・警備業務の
委託の管理

施設・設備の管理と

中央館・分館・分室が共通して行う業務

3



内　　　　　容

利用者懇談会
公民館の運営と事業等について意見交換し、市民相互の交流の場とする。
全館実施（原則９月、３月)。３月は団体連絡箱調整会を含む。

陶芸窯
利用者懇談会

関係サークルの意見調整と窯利用の調整の場として行う。
(柳沢公民館、芝久保公民館のみ。必要に応じ、適宜開催)

部屋機能別・
同一目的別等
利用団体懇談会

調理室・和室・音楽練習室等特定の機能を生かして活動する団体または同一の学習目
的別の団体の意見調整や清掃活動等の調整の場として行う(必要に応じ、適宜開催)。

学習成果の地域還元と多様な学習機会の提供を目的として、市内の自主的な団体の事
業に対し、一定の審査の上、公民館事業として実施する。

①職場研修
②保育員・保育担当者合同研修
③都公連・都教委・国社研等の研修会・大会への出席
④専門員研修

①職員連絡会
②６館連絡会
③公民館だより編集室
④公民館保育担当者連絡会
⑤市民企画事業担当者連絡会
⑥団体情報担当者連絡会
⑦防災関連担当者連絡会
⑧その他

○市　民　と　の　協　働　等

○研　修 ・ 会　議　へ　の　出　席 ・ 参　加

職　員　研　修

各　種　会　議

業　　務

利
用
者
懇
談
会

市民企画事業
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分類 事業名 内容および目標 対象 執行予定

くるみ学級

知的に障がいのある人を対象に社会参加の場を提
供する。料理・スポーツ・音楽・館外活動等、多岐に
わたる活動を仲間と一緒に楽しむとともに、活動を通
して社会性・自主性を養う。

知的障がい者
（18歳以上）

通年

中学生書き初め講座
中学生が、同じ地域で暮らす講師と交流しながら、毛
筆や書に親しむ機会を提供する。

市内在住の
中学生

１月初旬
（2回）

子ども対象地域防災講座
保谷柳沢児童館などと共催で、小学生を対象とした
地域防災講座を実施する。

市内在住の
小学生

未定
　（１～２回）

乳幼児をもつ
母親のための講座
（保育付き）

子育て中の母親が直面する課題を、参加者同士が
考え話し合うことで、親も子も人とのつながりの中で成
長することに気づき、地域の中で支えあえる仲間と出
会える場を提供する。

乳幼児を
もつ母親

４月～７月
（11回）

勤労者対象講座
勤労層に固有の課題や関心に沿った学習機会を提
供する。

市内在住
在勤者

未定
　（２～３回）

女性のための講座
(保育付き）

男女が共に生き生きと活躍できる社会の実現に向け
て、自分や周囲との関係を見直し、一人の人間として
の可能性や生き方を見つめ直す。性別に関係なく個
人の能力を発揮できる社会にするために、女性が自
立して生きていくためには何が必要なのかを共に考
えあう機会とする。

市内在住在勤
の女性

９月～12月
（12回）

地域づくり未来大学

地域づくりの主体者、自治の主体としての意識をも
ち、周囲に発信・行動できる地域人材を育成する。
「準備会」を開き、学びの主体である学習者自身が
「学びを創るプロセス」に参加して、「何に向けて何を
学ぶべきか」を問いながら、共に講座を組み立ててい
く場を提供し、実践につなげる。

市民
６月～２月
(14～15回)

地域防災講座
人権やコミュニティの観点から、住民主体の災害に強
い地域づくりについて考える。

市民
未定

　（２～３回）

子育て中の外国人女性のた
めの日本語講座

日本語以外の言語を母語とする子育て中の女性を対
象に、日本語の習得と地域での仲間づくり、地域社
会への参画を支援する。

子育て中の
外国人女性

通年
（34回）

現代社会を考える講座
現代社会が抱える問題や課題を考えることを通して、
暮らしを見つめ直す機会とする。

市民
１月～３月
(6回)

郷土史講座
2020年２月に150周年を迎える「御門訴事件」につい
て、郷土の歴史として、講義とフィールドワークを通し
て学ぶ機会を提供する。

市民
９月～２月
（４～５回）

柳沢公民館　学級・講座の計画

青
少
年
・
親
子
・
子
ど
も
対
象

成
人
対
象
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分類 事業名 内容および目標 対象 執行予定

視
聴
覚
事
業

ムービールーム柳沢

月に２度、自宅では味わえない大画面で年齢を問わ
ず名画に触れる機会を提供する。
西東京シネマ倶楽部主催の自主制作映画コンペの
最終選考会を共催し、当市の映像文化の発展に寄
与する。
「ムービールーム柳沢会」を通して、市民参加型の運
営を目指す。

市民
毎月１～２回
（年23回）

ロビーコンサート
日頃の活動の成果を発表する場としてロビーを開放
し、利用者との交流を図る。

関係団体
及び市民

７月～３月
年５回

人形劇フェスタ
実行委員会と共催することを通して、地域の人形劇
文化に寄与する。公民館は主に会場・備品確保、広
報、庶務事務を担う。

市民
３月
(１回)

ヤギフェス
公民館利用サークル、地域住民の交流と発表の場と
する。

地域住民・公
民館利用者・
市内の大学等
の在学生等

11月または
12月の土日２
日間
(１回)

※開催時期と回数については変更となる場合があります。

地
域
交
流
事
業
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分類 事業名 内容および目標 対象 執行予定

あめんぼ青年教室

知的に障がいのある人を対象に社会参加の場を提供
する。料理・スポーツ・音楽・館外活動等、多岐にわ
たる活動を仲間と一緒に楽しむとともに、活動を通し
て社会性・自主性を養う。

知的障がい者
（18歳以上）

通年

異世代交流 若者・子どもの世代を超えた交流を考える。 青少年 未定

子育て中の
女性のための講座
（保育付き）

学習活動を通して、子育ての仲間同士、本音で語り、
悩みを話し合う。親も子も仲間の中で育ちあい、支え
あえる関係を地域につくる。

市内在住の子育て
中の女性

４月～７月
（10回）

９月～12月
（10回）

ライフスタイル講座

あらゆる文化背景を持つ者同士、同じ地域で生き、よ
り暮らしやすい地域を共につくっていくにはどのような
ことが必要か、また、市民としてどのようなことができる
のかを考える。

市民
２月～３月
(５回)

現代的課題を考える
講座

現代的な問題を地域の視点から学ぶ。 市民
７月～12月
（３回）

ＫＯＵＭＩＮＫＡＮ
（公民館）入門

公民館の施設、機能を検証し、改めて公民館の役
割、原点を学び、地域の発展を考える。

市民
10月
（2回）

料理講座
地域の風土や文化に培われた伝統的な食材や郷土
料理を通じて、いのちと食のあり方を学ぶ。

市民
11月
（3回）

防災講座
防災訓練等を通じて、地域の防災状況、避難所協議
会など、人とのつながりを再確認する。

市民
１～３月
(3回)

家庭の教育力
向上講座

子育てについて相談できる人が周りにいない不安を
かかえている保護者も多く、子どもが誕生した時の感
動や喜びを思い出してもらい、勇気づけ子育て等を
学ぶことで、今までの子育てについて見つめ直す
きっかけとする。また、同じような悩みや不安を抱えて
いる子どもを持つ親同士の交流の場とする。

就学児や小学生を
持つ保護者等

７月～12月
（５回）

オレンジカフェ
むこなみ

認知症の方や、その家族や介護者の方、認知症につ
いて関心のある方の情報交換ができる、誰でも安心し
て気軽に集まれる居場所として、田無公民館ロビー
で向台包括センターが中心となり、地域交流にもつな
がるオレンジカフェむこなみを月１回第４金曜日に開
催。

認知症の方やその
家族、認知症に関心
のある方

４月～３月
（12回）

視
聴
覚
事
業

映像から見る現代 現代の社会状況等に合わせた映画を上映する。 市民
未定
（１回）

田無公民館まつり

グループ同士の交流、グループ活動の内容紹介、地
域住民との交流が図れるように開催。公民館を拠点と
する団体に発表の場を提供する。実行委員会方式で
実施

関係団体及び市民
５月の土日
（１回）

ロビー企画

気楽に立ち寄り交流を深められるコンサート等を定期
的に開催する。また、ロビーのスペースを利用して、
市民の方々の日頃のサークル活動の作品などの成
果発表の場とし、市民の交流を図る。

市民
演奏等・展示
（各３回）

田無公民館　学級・講座の計画

青
少
年
・
親
子
・
子
ど
も
対
象

地
域
交
流
事
業

※開催時期と回数については変更となる場合があります。

成
人
対
象
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分類 事業名 内容および目標 対象 執行予定

子ども体験講座
実験・工作を行い、本の読み聞かせによりさらに科学
の楽しさを体験し、本への関心を持たせ、同じ空間で
同じ体験を共有できる仲間作りの場を提供する。

小学生
７月～８月
（2回）

小中学生の
書き初め講座

学校や学年の違う子ども同士が、同じ「書き初め」とい
う課題に取り組むことで目標を共有し、交流する。

小学生
中学生

12月
（１回）

夏休みこども企画
近隣の小中学生を対象に、公民館の周知を図るとと
もに、子ども達が共に楽しむ機会を提供する。

小学生
中学生

７月
（１回）

親子体験講座
乳幼児と保護者を対象に、親子で楽しめる活動を体
験する機会を設けるとともに、公民館の周知を図る。

乳幼児と保
護者

９月～10月
（２回）

子育て中の
女性のための講座

(保育付)

子育て中の母親が自分自身を振り返る機会を提供す
るとともに、母親たちが子どもや家族との良好な関係
を築いていくことを支援する。

市内在住の
子育て中の
女性

５月～９月
（13回）

女性のための講座
(保育付)

女性達が自分自身を振り返る機会を提供するととも
に、身近な問題から社会的視点を養うことを支援す
る。

市内在住・
在勤の女性

10月～２月
（10回）

2020パラリンピック
講座

障がいをもつ方から直接話を聞き、生活する上で手
助けをしてもらいたい点、スポーツやその他の活動で
頑張る姿を学ぶ。また、できれば実際の競技も一緒に
体験する。

市民
未定
（３回）

さすまた講座
防犯対策の一環として、昨年度購入した「さすまた」を
有効利用できるように、警察署から講師派遣を願い、
市民も交えて実技訓練を行う。(図書館と共催)

市民
11月～12月
（１回）

健康講座
生活に役立つ健康な身体づくりを食と運動の視点で
学び、地域での仲間づくりをはかる。

市民
９月～10月
（５回）

創作講座
作品を創作する楽しさを学ぶ。また、創作活動を通じ
て公民館活動へ参加するきっかけとする。

市民
１月～２月
（６回）

地域で創る教育ネッ
トワーク講座

地域の中で大人がネットワークを創り、青少年も含め
今後の豊かな人間関係を築くことをめざす。

市民
未定
（１回)

芝久保公民館　学級・講座の計画

青
少
年
・
親
子
・
子
ど
も
対
象

成
人
対
象
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分類 事業名 内容および目標 対象 執行予定

文学芸術講座
文学や芸術に関する講座を通じて、新たな利用者層
を対象に、公民館学習のきっかけを提供する。

市民
５月～７月
（６回）

防災講座

近隣小中学校の避難所運営協議会等関係機関との
連携を深める一方で、館内では近隣自治会と協働で
防災訓練を実施し、職員と利用者及び地域住民の防
災意識の向上を図る。

市民
未定
（１回)

ちいさな展示会
講習会

ロビーを利用して、市民団体の日頃の活動成果を展
示し、市民の交流を図る。また、公民館で活動する市
民を講師に招き、気軽に参加できる講習会やコン
サートを開催する。

市民 通年

地
域
交
流
事
業

芝久保公民館まつり
参加団体の発表の場としてだけでなく、参加団体同
士の交流の場、地域住民の交流の場として開催。実
行委員会方式で実施する。

関係団体
及び市民

10月または
11月の土日２
日間（１回）

※開催時期と回数については変更となる場合があります。
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分類 事業名 内容および目標 対象 執行予定

子ども向け
多文化共生講座

異年齢の子ども達が外国の生活や文化を知ることに
より異文化に興味を持つ機会とする。

小学生
未定
（２回）

子ども体験講座
天文学についての講座とワークショップをする中で子
ども達の興味を引き出す。

小学生 ７月
（１回）

子ども体験講座 子ども達に伝統文化に触れる機会を提供する。 小学生
12月
（２回）

親子で楽しむ講座 親子でセミの羽化観察をする。 親子
７月
（１回）

農業講座
農業体験を通じ、都市農業の役割と必要性を認識す
る。農地の保全と居住空間、生産者と消費者の両面
から食の安全性と環境問題を学習する。

市民
６月～３月
(36回)

野外防災安全講座
防災への知識を広げる内容で継続実施。初めての人
でもわかりやすいものとする。

市民
10月～11月
（３回）

芸術講座 芸術に触れる機会とする。 市民
10月～11月
（３回）

現代的課題を学ぶ講座 「自分らしく生きること」を考える機会とする。 市民
未定
(２回)

教養講座 文学に親しむ体験をする機会とする。 市民
10月～11月
（2回）

体験講座 日本の伝統文化に触れる機会を提供する。 市民
12月
（２回）

ロビーミニ講習会
地域の方が気軽に参加し交流する場を作り、オープ
ンなスペースで公民館事業を見せ、公民館に関心を
持ってもらう。

市民
４月～11月
（５回）

子育て中の母親のため
の講座（保育付）

幼い子どもをもつ女性が地域や社会とつながる仲間
づくりや豊かな生き方について学習する。公民館を
周知し、サークル化の支援も考えたい。

市内在住の
子育て中の

女性

４月～７月
(10回)

青
少
年
・
親
子
･
子
ど
も
対
象

谷戸公民館　学級・講座の計画

成
人
対
象
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分類 事業名 内容および目標 対象 執行予定

女性講座（保育付）
現代の女性の課題について学習する。子育て期の市
民の参加を可能にするため保育付にする。

市内在住の
女性

９月～11月
(10回)

視
聴
覚
事
業

市民映画会 現代の社会状況等に合わせた映画を上映する。 市民
３月
（１回）

地
域
交
流

谷戸まつり
グループ間交流、グループ活動の内容紹介、地域住
民や学校との連携・交流を目的に開催。公民館を拠
点とする団体に発表の場を提供する。

関係団体
及び市民

４月

※開催時期と回数については変更となる場合があります。
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分類 事業名 内容および目標 対象 執行予定

親子で楽しむ講座①
（親子ベビーダンス）

親子で一緒になって、体験・学習することを通して、
親子の触れ合いと参加者同士の交流を深める機会と
する。

乳幼児と
その親

５月～６月
(４回)

親子で楽しむ講座②
（音楽とおはなし）

夏休みのお楽しみ企画として、公民館利用サークル
の協力を得て、近隣の親子を対象に実施する。

４歳以上の子
どもとその保
護者

７月
(１回)

子ども対象講座
(テーブルゲーム）

近隣の小・中学生対象にスマホやPCでは体験できな
いテ－ブルや盤上を囲んでのコミュニケーションを学
ぶ。また、この講座実施によって近隣の子どもたち
に、楽しみながら仲間作りをする機会を提供する。

小学生
中学生

未定
(３回)

子育て中の女性
のための講座（前期）

（保育付き）

学習支援保育を活用し、現代の女性の課題に沿った
講座を実施する。

市内在住の乳
幼児を育てて
いる女性

４月～７月
(11回)

子育て中の女性
のための講座（後期）

（保育付き）

学習支援保育を活用し、現代の女性の課題に沿った
講座を実施する。

市内在住の乳
幼児を育てて
いる女性

９月～12月
(12回)

防災講座
地域の特性に即した、防災の観点からのコミュニティ
作り、知識を学ぶ。

市民
未定
(２回)

高齢者の
課題を考える講座

当事者のみならず様々な属性の市民が、高齢者の課
題について考えられる講座を実施する。

市民
10月～11月
(４回)

教養講座
（思春期の子ども達に向き

合うために）

コーチングの学習を通して自己を見つめ直し、思春
期の子ども達にどう向き合うかを考えあう場を提供す
る。

市民
９～10月
（３回）

サークル体験会
ひばりが丘公民館を利用するサークルの活性化を主
体的に進められるように支援する。活動の場を求める
市民に対して体験の機会を提供する。

市民 ９月

子どもの
課題を考える講座

不登校の子ども達に、親として地域の大人として、ど
のような寄り添いができるかを考える。

市民
未定
（１回）

障がいのある人もない人
も共に楽しむ講座

共生社会の実現を目指して、障がいの有無にかかわ
らず、共に活動する楽しさや充実感を体験する機会
を提供する。

市民 未定

視
聴
覚
事
業

上映会
ひばりが丘公民館の他事業との連携を視野に入れ、
映画を上映する。

市民
10月
（１回）

成
人
対
象

ひばりが丘公民館　学級・講座の計画

青
少
年
・
親
子
・
子
ど
も
対
象
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分類 事業名 内容および目標 対象 執行予定

ひばりが丘フェスティバル
ひばりが丘公民館を中心に活動しているサークルに
よる展示と発表のフェスティバルを、実行委員会形式
で実施する。

関係団体
及び市民

３月
(１回)

ロビーコンサート
近隣住民が気軽に立ち寄れるコンサートをロビーに
て開催する。

関係団体
及び市民

６月または７月
９月または10月
12月または１月

（３回）

地域を考える講座
地域でさまざまな役割を担う団体や人々の緩やかな
ネットワークづくりを目指す。

市民
未定
(１回)

※開催時期と回数については変更となる場合があります。

地
域
交
流
事
業
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分類 事業名 内容および目標 対象 執行予定

みんなの
けいおん講座

若い世代を対象にバンド活動を通した交流事業を実
施する。ギターやドラムの演奏方法を学びながら仲間
との関係を築き、講座の最後には発表を行うことを目
標とする。

市内在住・
在学の中学
生以上20歳
くらいまで

７月～３月
（９回）

０歳からのコンサート
乳幼児を持つ親がなかなか外出を楽しめない中、公
民館につどい、音楽を楽しみ交流を深める。駅前フェ
スタと同日開催とする。

乳幼児と
その親

９月
（１回）

子ども対象講座
ゲームやクイズ形式を取り入れた学びで、参加者同
士のコミュニケーションの活性化を図り、学ぶ楽しさを
知る。

小・中学生
12月
（２回）

駅前寄席
保谷駅前公民館の講座から生まれたサークル「保谷
落語愛好会」との共催。落語を通した地域の交流事
業とする。

市民
５月
（１回）

健康づくり講座
体幹を強くすることで無駄な力を使わずに楽に身体
を動かすすべを学ぶ。

市民
５月～６月
(５回)

現代的
課題を考える講座

不登校の中学生とその保護者を中心に進路相談に
つながる講座を行う。

市民
６月～７月
（４回）

クラフト講座
アクセサリーづくりを通して、生活における丁寧な手
仕事の喜びを知る。駅前フェスタでの展示を目標とす
る。

市民
７月～８月
（３回）

多文化共生講座

外国人受け入れ制度が国の施策として進む一方、地
域でどのように外国人と共生していくのか、地域として
の視点を取り入れ、共に生きることの意味を考える講
座を実施する。

市民
７月～８月
（４回）

多文化カフェ
外国人住民の数が年々増え続けている中で、地域で
外国人と触れ合う機会を作り、交流を通して、お互い
の文化や背景の違いを受け入れ合うきっかけとする。

市民
６月、11月
（２回）

防災講座
首都圏自治体の取組み状況を視察に行く。消防署関
連施設を体験、防災意識を高める。防災アドバイザー
等第三者の意見を聞き取り、今後の参考にする。

市民
９月～12月
（３回）

セカンドライフ講座

少子高齢化が進む中、定年間近又は退職者等を中
心とするシニア層が、今までの経験を活かし、地域を
中心に社会に還元できる生きがいや、やりがいを見
い出すきっかけづくりとする。あわせて郷土の知識、
文化財への関心を高める。

概ね
50歳代以上

11月～12月
（3回）

青
少
年
・
親
子
･
子
ど
も
対
象

保谷駅前公民館　学級・講座の計画

成
人
対
象
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分類 事業名 内容および目標 対象 執行予定

バンドマルシェ
＠保谷駅前

地域で音楽活動をする人やグループをつなぎ、地域
住民同士の音楽交流会を実施する。

市民
11月
（１回）

人権講座
全生園、その生活とコミューンを知り、ハンセン氏病文
学を学ぶ。 市民

10月～11月
（４回）

環境講座
地域の環境保護の取り組みについて学び、間伐材な
ど環境リサイクル資源を活かしたものづくりの楽しみを
知る。

市民
10月～11月
（３回）

親子で楽しむ講座
わらべうた、音楽などを通して、子どもとのふれあいの
大切さを学ぶ。

乳幼児と
その親

７月～８月
（３回）

ハンディキャップ講座
（手話）

難聴者への「理解」と健常者との「コミュニケーション」
をすすめることを目的に、手話について学ぶ

市民
１月～２月
（３回）

地域講座
高橋家屋敷林の母屋を会場に、「瞽女の唄が聞こえ
る」の公演を行う。

市民
３月
(２回)

視
聴
覚
事
業

映像から
「今」を考える

社会問題を取り上げた映画の上映などを通して、現
代社会の課題を考える場を提供する。

市民
６月～３月
(３回)

地
域
交
流
事
業

駅前フェスタ2019 &
サークル体験フェア

公民館で活動する団体の発表の場とするとともに、当
日の来場者が日頃の公民館活動に参加できるような
体験コーナーを設け、地域住民同士の交流の場とな
ることを目的として実施する。実行委員会方式で実
施。

利用団体
及び市民

９月
（１回）

※開催時期と回数については変更となる場合があります。
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